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小正月になったどごで婿の若者ｱ、しゅうど礼に行ぐごとになったど。小正月ズのあ、旧暦の一
月十五日の事だ。しゅうと礼て云（す）のｱ、嫁コの実家さ挨拶に行ぐｽﾞ事だ。
この時ｱ、普通だば、しゅうど様の所（どご）さ手土産持って行がねばまいねんだばて、若者貧

乏だもんだどごで、何も土産にするもの無（ね）エ。鴨でも獲って持って行ぐべど思（も）て、山
さ自分で作た弓持って行ったど。

昔、あるどごさ貧乏だ
若者（わげもの）居で
あったど。貧乏だばて、
気だても優しくて、力も
強くて、男振りも良
（い）がったどごでせ、
庄屋の娘、この若者ば見
染めて、親の反対ば押し
切って、押しかげ女房に
なってきたど。



沼さ鴨ア居だどごで『しめた』ど思（も）て、弓引き絞って、バンと射たど。はじめての矢せ、
あんまり勢い強がったどごで、鴨の上ば越して、沼の向こうの藪の中さ飛んで行ったど。
二本目の矢、少ーし加減コして射ったきゃ、ゴロッと肥えだ鴨さ当ったずおんな。若者ｱは急い

で鴨ば拾いに行ぐべと思（も）て、股引（ももひぎ）はいだまんま、ジャワジャワジャワど水さ入
て行ったど。



鴨ば拾って水がら上がたきゃ、股引さ、大（で）ったらだ鯉２本入（は）てあたど。
外れだ矢、いだわしいど思（も）て、沼の向こうの藪を探しに行ったきゃ、矢、流れで、猪さ

ジャックど刺さってあったど。猪ｱ、苦しくて暴れだんだびょん。土かちゃいだ跡あって、土の中
がら、山芋二本出であたど。



婿ｱ、鴨ど猪ど山芋、みんな土産にして、しゅうど礼さ
行ったきゃ、しゅうど様、びっくりよろごんで。その晩
（ばげ）みんなで鴨鍋、猪鍋かげで、飲んで食ったど。



次の日の朝間（あさま）、しゅうど様、
『婿ｱ、馬小屋がら馬出して、少し運動さへでけろじゃ』て云（し）た
どごで、婿ｱ馬出して運動さへだど。



あんまりいい馬コだどごで婿ｱ、ちっと乗ってみるべど思（も）て、
乗ったきゃ、、馬コ、知らね人乗ったどごで、暴れてグーグど走
けだど。『ダｱ、ダｱ』って叫んでも止まねで、パカッパカッてな
んぼでも走けだんだど。

『ダｱ、ダｱ』て云（す）のはせ、馬コごとあやす言葉で『よし、
よし、止まれ、止まれ』ズ意味だ。



婿ｱ怖（おこ）ねぐなて、『わいん、わいん』
て半分泣ぎながら馬さつかまってらんだど。
すれ違った村の人『あの人ｱ、馬さ乗って歌コう
だってらじゃ』て云（し）たど。



馬コなんぼでも走（はけ）るどごで、とうとう、村がらずーっと
はなれだ山の森まで来たど。
そしたきゃせ、木のかげから、ベロッと熊が出はって来たど。

馬コｱ、ヒヒーンて棒立ぢになって止まって、今度（こんだ）逃げ
る気なって、どっと後ろ向ぎになって、後足バどっと蹴り上げんだ
ど。足のヒズメ熊の頭さガッツど当たって、熊ドサッと倒れだど。



したどごで婿ｱ、戻りｱ本当の歌コうだって熊ば引き摺って来たど。
村の人ｱ、『あの人、行ぎも帰りも歌コうだってらじゃ』て云（し）たど。



その晩（ばげ）ｱ又、熊鍋かげで近所も集めで
酒盛りしたど。村の人、鴨ど猪ば獲った弓コ見
（め）へでけろてしたどごで、婿ｱ弓持って来て
見（め）へだど。



この男、この頃、村中の家だの蔵などを荒らしまわっていだ盗人（ぬすっと）であたど。
このえぐね泥棒ば捕まだどごで、村の人達ｱ、喜んで喜んで、庄屋様さ『婿様のおがげで、沢山
（いっぺ）ご馳走（ごっつお）になって、又こして、泥棒まで捕まえてもらって、有難（ありが
ど）ごし、有難）（ありがど）ごし。』てお礼しゃべたど。

村の人ｱ、射て見へで
けろて云（す）もんだ
どごで、矢も持ってき
て、つがえて、蔵の屋
根の方さヒューッて射
たど。矢、蔵の屋根ま
で飛んで行て、丁度、
泥棒、蔵さ盗みに入る
気なてらどごの尻（ど
んず）さジョギッと当
たどよ。



庄屋様せ、本当だば、可愛（めご）がってら娘バさらって行ったこの若者ｻ腹立てであったんだば
て、今度（こんだ）、すっかど機嫌コ直ってよ、『さすが、家（おえ）の婿だ』って褒めだど。

それがら、娘ば呼ばってき
て、婿と一緒に住まへだど。
若エ二人ｱ、仕事も力合わせで、
みっちどやって庄屋様ば助け
で、村の人達の面倒もよぐ見
だずおんな。
村の人達もこの婿さまの云

うことはよぐ聞いどどごで、
庄屋様も隠居して婿さゆずっ
たど。

孫ｱ出来だどごで、なもかも可愛（めご）がって、『お前の親父（おど）は、弓の名人だｴ』て云って、
熊獲り、猪獲りの手柄話も語ってしかへだど。

人の成功ズものあ、まず努力だ。それがら運だ。努力は大切だばって、運ずものも大事だもんだよ。
とっちばれ。


